
第10回ふるさと交流サロン

ふるさと交流ピクニックのお知らせ
5月18日（土） 集合AM10:00 公園西口前

国営武蔵丘陵森林公園（埼玉県比企郡滑川町山田1920）

ふるさと交流サロンもいよいよ記念す

べき10回目を迎えました！今回は、思い

切ってアウトドアで「ピクニック」を企画し

ました。場所は熊谷のお隣にある国営武蔵丘陵森林公

園です。公園といっても、広さは300ha！を超え、アスレチック

やサイクリングコース、キッズドームなどの遊び場から、植物

園や渓流広場、多くの湖沼など心の安らぐスポットが盛り

だくさんです。きっとお好みの散策コースが見つかると思いま

すよ。みなさんのご参加をお待ちしております！
（呼びかけのチラシより抜粋）

※参加費:無料（入園料無料！弁当付！）
※雨天時はコープ熊谷店で交流会です
※現地集合できない方は9:30にコープ熊谷店に集合
して乗り合わせ。

※現地集合のため駐車料金600円は自己負担となります。
◉申し込み

5月10日必着！返信用ハガキでお申込みください
主催:「ふるさと交流サロン」実行委員会
お問い合わせ:オール熊谷自立支援ネットワーク

048－524－2061（野村）
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滑
川

草
加

東武線

ここカフェ＠東武東上線
5月12日（日）10:00～15:00

北坂戸駅前「オルモ」和室（駐車場有）
お子さんも大歓迎です。保育もあります♪

ここカフェ＠川越は川越市内で開催し
ていましたが、坂戸市有志の方の協力もあり、「坂戸市」
でも開催することになりました。会場が東武東上線の

「北坂戸駅」から徒歩１分という、とてもアクセスの良い
場所ですので、思い切って「ここカフェ＠東武東上線」に
しました。東上線沿線にいらっしゃる方はぜひお気軽
に足を運んでみてください。ちなみに、坂戸市は、「鶴
ヶ島市・毛呂山町・鳩山町・東松山市・川島町・川越市」と
隣接しています。

「近いかな？行けるかな？」と思われたら、お気軽に
お問い合せください。

（参加される方は事前にご連絡ください。）
連絡先：070-6651-9259（伊藤）

「介護職員初任者研修講座」を
受講しませんか・・
労働組合・連合埼玉が「被災者自立・就労支援」

のための「介護職員初任者研修講座」の受講者を
募集しています。

このプロジェクトは、労働組合・連合埼玉が（株）ウィズネッ
ト並びに日本キャリアパスアカデミーの協力を得て実施する
ものです。研修を修了すると「介護職員初任者（旧：ホームヘル
パー2級）」の資格を取得することができます。資格取得後は、
希望により（株）ウイズネットの施設での就業が可能です。
連合埼玉では、本年1月から「ホームヘルパー2

級」講座を実施したところ13名が受講・修了し
たことを受け、2013年度事業として実施す
ることになったものです。
対象：東日本大震災にて被災され、埼玉県内に

避難をされている方でお仕事探しでお困り
の方でしたら、どなたでも。

受講期間：3～5�ヶ月（受講コースにより、異なります）
募集締め切り：2013年5月10日（金）
詳細：連合埼玉のホームページをご覧いただくか、

または県労福協（048-833-8731）まで

草加市「被災者つながりの会」
設立のつどい＆健康診断
5月25日（土）10:00～14:00

3人の避難者の方のよびかけで、設立の
つどいが行われます。
対象：草加市内に避難されている方
内容：10:00～12:00 健康診断

※健康診断の対象は19歳以上の被災者台帳登録者。無料
12:00～14:00 設立のつどい：会食＆懇親会　　　　

会場：草加市立病院※病院は休診日のため救急入口から。
◎参加者数により健康診断の終了時間は前後します。
◎お子様連れも歓迎！・・・健康診断の間、保育をします。 

被災者台帳に登録されていないご家族もご一緒にどうぞ！

連絡先：048-941-6111草加市被災者生活支援相談担当

第一期の講座を受けられた冨永さんからメッセージをいただいています。（6ページご覧ください）
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東松山市は、埼玉県の真ん中あたりに
位置します。こども動物自然公園は、東
武東上線の「高坂（たかさか）駅」から、徒
歩３０分という、歩くのには少し気合いの
必要な場所にあります。でも、高坂駅か
ら鳩山ニュータウン行きバス（大人１８０
円：所要時間約５分）に乗車し、「こども動
物自然公園」停留所下車、という手もあり
ますので、ご安心ください。
「ワンコインでＯＫ」のタイトル通り、こ

の動物園の入園料は大人が５００円です。
子ども（小学生以上中学生以下）は２００
円。（別途駐車場代が６００円です）

ちなみに、年間パスポートは大人１５００
円 、子ど も６００円 。１年 間
に３回以上行くかも、とい
う方は、年間パスポートが
お得です。

この動物園の特徴はいくつかあります。

①山あいにある動物園なので、山あり谷
あり、です。小さなお子さん連れはベ
ビーカーがあると便利です。移動もい
い運動になります。疲れてしまった
ら、ベビーカーも乗せてくれる機関車
バスが１５分おき程度で巡回している
ので、そちらも利用できます。（バス乗
車１日フリーパス３００円です）

②日本でも数少ないコアラの飼育動物園
です。本当にかわいくて、癒されます。コ
アラ館に一緒にいる「ナマケモノ」のノソノ
ソした綱渡りも運がいいと見られます。

③ペンギンは、つい最近、この動物園に
やってきました。ペンギンの到来に、
一時はとても混雑しましたが最近はち
ょっと落ち着いた様子です。

④カンガルーコーナーは、人の歩く道と
カンガルーゾーンとの境界がなく、すぐ
近くを横切ったりするの
で、ワクワクしますよ。

⑤齧歯（げっし）類の豊富
さは、福玉便り西川編
集長もオススメ。「ハダ
カデバネズミ」もオススメです。「齧歯

（げっし）類」というのは、ネズミのこと
です。「ハダカデバネズミ」は漢字で書
くと「裸出歯鼠」です。実物を見ると納
得します。

⑥山の中から現れる恐竜は、知らないで
歩いているとギョッとします。

他にも見所はたくさんありますが、山
歩きも兼ねて１日楽しめる動物園なので、
ぜひ遊びに行ってみてください。

国立総合児童センターこどもの城
児童館こいのぼいりがいっぱいプロジェクト2013

4月14日（日）から5月31日（金）まで
被災された方々 はこどもの城の利用料が無料になるそうです。

「こどもの城で、子どもたちに思い切り遊んでもらい、保護者の皆
様にもリラックスしていただきたいと考えております。この機会に是
非お子さんと、こどもの城へお出かけください。」とのことです。
＊開館時間：10 時-18 時　＊休館日（原則月曜日）　
＊渋谷駅・表参道駅から徒歩10分
＊対象：東日本大震災で被災された方とそのご家族
＊利用方法：当日、遊び場受付で「中央子ども支援センターの案内

を見て来た」とお伝えください。入館券をお渡しします。
＊被災証明等を提示いただく必要はありません。お子さんも保護者の方も終日

（当日限り）「こどもの城」の館内施設をご利用いただけます。ご希望の方には
水着の貸出も無料で行います。入館券のご提示で当日は何度でも再入館可能
です。「こどもの城」までの交通費は各自でご負担ください。

＊お問い合わせ：こどもの城　03-3797-5675

最近ミニブタの赤ちゃんがうまれて話題に

カ
ピ
バ
ラ
を
見
て
い
る
と
眠
く
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
お
風
呂
は
冬
季
の
み
）

一歩会、地域イベントで浪江焼きそばを提供
3月30・31日の2日間、東彩ガス㈱主催の

地域イベントに「一歩会」が出店し「浪江焼
きそば」を提供しました。

一歩会有志は、昨年度も会員の協同と支
援者や地域への感謝の気持ちを込めて「浪
江風やきそば」を提供していました。今年は、石上清副会長の「本
当の浪江焼きそばを提供したいんだよね」という強い気持ちから

「相双ふるさとネットワークの」の指導を受けて準備し、『本格浪
江焼きそば』の提供となりました。一歩会浪江焼きそばは、浪江町
の石上夫婦をはじめ、富岡の佐藤さん、石巻の瀬戸さんなどが心
を込めて焼く「特製浪江やきそば」です。

評判は上々で、2日間で850食を販売しました。
5月17日・18日。越谷市のイベントで「一歩会浪江焼きそば」を

賞味することができます。
会場：東彩ガス本社駐車場（越谷市越ヶ谷1-14-1）特設会場

「進路・教育相談会」を開催します！
（一社）埼玉労福協では、高校・大学への進学を控えた中学生、高校

生をお持ちの被災者を対象に「進学・教育相談会」を開催します。
埼玉県・東京都での教育事情、進路指導の教員、避難後進学（受験）
経験をされた方からの「体験談」なども聞くことができます。

◇さいたま市会場＝6月15日（土）
◇川越市会場＝7月6日（土）

※両日ともに午後 2 時から午後 4 時まで
※詳細は「福玉便り 6 月号」で！

日に日に暖かくなり、すっかり春の陽気です。今号から、県内のオススメレジャースポットをご紹介しま
す。子どもが喜ぶ・大人も楽しい・リーズナブル、をテーマに、発行の季節にあったスポットを選んでい
きたいと思っています。気が向いたら足を運んでみてくださいね。

埼玉
ワンコイン

の旅

こども動物自然公園【東松山市】 午前９時30分～午後５時 入園料大人５００円 小・中学生２００円 就学前及び６５歳以上の方は無料。
東武東上線高坂駅から徒歩、約３０分。または鳩山ニュータウン行きバスに乗車し、「こども動物自然公園」停留所下車。

『福玉・謡曲の会』へのお誘い
第１回目は、能の基礎を学び、先生の声に合わせて『高砂』を

少しだけ謡いました。背筋を伸ばし、大きな声を出して、気持
ちよかったですよ～あなたもやってみませんか？
2回目からの参加でも全く大丈夫です。お待ちし
ております。
日時：5月19日10：30-12：00
場所：With Youさいたま4階 セミナー室４

（JRさいたま新都心駅、北与野駅）

お問い合わせは薄井まで（080-5532-7380）
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月

31
日
、
上

尾

市

向

原

団

地

の

集

会

所
で
、
向

原

団

地

か

ら

の

参
加
者
、

シ
ラ
コ
バ
ト
団
地
か
ら
の
参
加

者
と
合
同
の
お
花
見
が
開
か
れ

ま
し
た
。

予
定
で
は
上
平
公
園
で
の
お

花
見
で
し
た
が
、あ
い
に
く
の
お

天
気
に
よ
り
会
場
変
更
。向
原
団

地
集
会
所
に
は
、お
よ
そ
50
人
の

方
が
、
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
顔

ぶ
れ
も
多
彩
で
す
。子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
も
幅
広

く
、
国
籍
も
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

避
難
さ
れ
て
き
た
方
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
市
民
団
体
の
方

や
、
高
齢
者
の
会
の
皆
さ
ん
な

ど
、
そ
れ
ぞ

れ
友
人
・
知

人
を
誘
い
合
い
、温
か
い
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

歓
談
の
合
間
に
、主
催
者
の
冨

永
ま
ゆ
み
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
向
原
団
地
の
あ
つ
ま
り
は
、

昨
年
の
3
月
11
日
か
ら
で
し
た
。

浪
江
町
か
ら
の
岡
田
さ
ん
と
、

『
何
も
し
な
い
で
い
る
な
ん
て
で

き
な
い
ね
』
と
相
談
を
し
て
、
集

ま
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。去

年
は
忘
年
会
も
や
り
ま
し
た
」。

途
中
、「
ひ
ろ
ば
（
P
6
）」で
も

登
場
さ
れ
て
い
る
矢
澤
啓
史
さ

ん
が
、「
野
点
（
の
だ
て
）」な
ら
ぬ

室
内
点
（
し
つ
な
い
だ
て
）
を
し

て
く
だ
さ
り
、子
ど
も
た
ち
が
お

手
伝
い
を
す
る
場
面
も
。

「
桜
の
下
で
で
き
た
ら
良
か
っ

た
ね
～
」

と
い
い
な
が
ら
、順
番
に
お
い

し
い
抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

持
ち
寄
り
の
食
事
を
い
た
だ

き
な
が
ら
お
酒
も
す
す
み
、と
て

も
賑
や
か
。
途
中
、
三
陸
ワ
カ
メ

ア
ピ
ー
ル
の
楽
し
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、笑
顔

の
た
え
な
い
会
場
で
し
た
。

（
編
集
部
／
伊
藤
）
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〈
か
さ
さ
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
ど
も
と
な
か
ま
人
形
劇

プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
そ
の
後
！

昨

年

秋

か

ら
始
ま
っ
た
人

形
劇
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
本
誌
7
号

に
て
よ
び
か

け
）
で
は
、

福
島
育
ち
の

子
、
所
沢
・
狭
山
育
ち
の
9
人
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
毎
月
、
所
沢

市
小
手
指
に
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
子
ど
も
た

ち
の
人
形
劇
団
名
は
「
人
形
劇
団
ハ
ン

バ
ー
グ
」
と
な
ん
と
も
お
い
し
そ
う

な
名
前
に
決
ま
り
、
２
月
か
ら
け
い

こ
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

５
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
「
池
袋

い
け
い
け
人
形
劇
ま
つ
り
」
で
の
上

演
も
決
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
や
る

気
に
あ
ふ
れ
、
台
本
は
も
う
ば
っ
ち

り
!?
４
月
２
１
日
に

所
沢
市
小
手
指
に

て
、
上
演
前
最
後
の

け
い
こ
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

ご
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
応
援
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

日
下
さ
ん
ご
夫
妻
は
現
在
、

福
島
市
内
の
「
借
上
げ
住
宅
」

で
避
難
生
活
を
し
て
い
ま
す

が
、
浪
江
町
で
は
建
設
関
係
の

販
売
店
を
行
う
傍
ら
、
日
本
ミ

ツ
バ
チ
を
養
て
た
り
、
畑
仕
事

を
し
た
り
と
多
彩
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
日
は
、
お
よ
そ
1
年
ぶ
り

に
桶
川
市
に
避
難
し
て
い
る

娘
と
孫
に
会
い
に
行
く
と
い

い
ま
す
。「
福
玉
バ
ス
で
埼
玉

に
行
け
る
っ
て
聞
い
た
け
ど

行
っ
て
み
っ
か
…
…
」

と
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
奥
さ
ん
は
、「
震
災

前
は
毎
月
1
回
は
孫
が

泊
ま
り
に
来
て
く
れ
た
ん
だ

け
ど
、
今
回
は
1
年
ぶ
り
な
ん

で
す
…
…
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

毎
年
「
4
月
1
日
」
は
、
日

下
さ
ん
夫
妻
に
と
っ
て
特
別

な
日
で
し
た
。

浪
江
町
で
は
、
毎
年
4
月
1

日
は
鮎
の
解
禁
日
、
そ
し
て
山

に
は
山
菜
が
溢
れ
ま
す
。
日
下

さ
ん
が
釣
っ
て
き
た
70
～
80

匹
の
鮎
を
塩

焼
き
に
し
、
奥

さ
ん
が
山
菜

や
自
宅
の
畑
で
採
れ
た
野
菜

を
調
理
し
、
7
～
8
家
族
が
集

ま
り
、「
春
の
宴
」
を
催
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
浪
江

町
の
春
な
ん
だ
、
そ
う
で
す
。

奥
さ
ん
は
、
味
噌
田
楽
用
に

「
山
椒
味
噌
も
作
っ
た
ね
ぇ
」

と
目
を
細
め
、
恒
例
行
事
で
集

ま
っ
た
仲
間
や
親
せ
き
が
散

り
散
り
に
な
っ
て
い
る
現
状

を
嘆
い
て
い
ま
し

た
。そ

ん
な
「
特
別

な
4
月
1
日
」
の

前
日
、
今
年
は
お
孫
さ

ん
の
た
め
に
作
っ
た
「
ふ
く
ろ

う
」
を
手
に
福
島
市
か
ら
桶
川

市
に
向
か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
こ
ろ
で
し
た
。

「
お
孫
さ
ん
と
の
1
年
ぶ
り

の
再
会
」
の
き
っ
か
け
を
「
福

玉
バ
ス
」
が
つ
く
っ
た
と
し
た

ら
、「
福
玉
バ
ス
」
の
役
割
の
一

つ
に
加
え
た
い
と
思
い
ま
し

た
。（
編
集
部
／
永
田
）

上尾 「
何
も
し
な
い
で
い
る
な
ん
て
で
き
な
い
ね
」

上
尾
市
向
原
団
地
お
花
見

福
玉
結
バ
ス
で
運
ん
だ「
孫
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

福
島
市
内
で
生
活
す
る
日
下
さ
ん
と

福
玉
バ
ス
に
同
乗
し
て

お問い合わせ
早稲田大学かささぎプロジェクト
白石優子　090-5473-4346
yuko.w.s@y.toki.waseda.jp

■
４
月
２
６
日
か
ら
高
速
道
路
無
料
措
置
、
始
ま
っ
て
い
ま
す
！
■
自
主
避
難
者
の
「
母
子
・
父
子
避
難
」
世
帯
を
対
象
に
し
た
高
速
道
路
料
金
の
無
料
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
の
浜
通
り
、
中
通
り
の
県
内
各
市
町
村
で
証
明
書
の
申

請
受
け
付
け
が
始
ま
り
、
２
６
日
か
ら
無
料
措
置
が
開
始
し
て
い
ま
す
。
無
料
措
置
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
発
行
に
つ
い
て
は
避
難
元
の
市
町
村
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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１
．
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
概
要

「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る

法
律
」に
よ
り
、原
子
力
事
故
に
よ
る

被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
、原

子
力
損
害
賠
償
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、

1
．
原
子
力
事
業
者
に
無
過
失
・
無

限
の
賠
償
責
任
を
課
す
と
と
も

に
、賠
償
責
任
を
原
子
力
事
業
者

に
集
中
さ
せ
、

2
．
賠
償
措
置
額
を
超
え
る
損
害
が

発
生
し
た
場
合
に
国
が
原
子
力

事
業
者
に
必
要
な
援
助
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
法
律
で
は
、賠
償
に

関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
お

い
て
和
解
の
仲
介
を
行
う「
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
」や
、原
子

力
損
害
の
範
囲
等
の
指
針
の
策
定

に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
に
よ
る
中
間
指
針

文
部
科
学
省
に
設
け
ら
れ
た
原

子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
に
よ

り
、平
成
23
年
8
月
5
日
、東
京
電

力
株
式
会
社（
以
下
、東
京
電
力
）が

賠
償
す
べ
き
損

害
に
つ
い
て
の
中
間

指
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、中

間
指
針
は
、あ
く
ま
で
賠
償
す
べ
き

損
害
と
し
て
類
型
化
が
可
能
な
も

の
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、示
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
が
直
ち
に
賠
償
対
象

と
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、ま
た
、

今
後
の
原
発
事
故
の
収
束
状
況
、避

難
指
示
等
の
見
直
し
に
伴
い
、指
針

が
改
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
右
の
中
間
指
針
の
発
表

後
、平
成
25
年
1
月
30
日
ま
で
に
、3

次
に
わ
た
る
中
間
指
針
の
追
補
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求
の
具

体
的
な
方
法

東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求

の
方
法
に
は
、（
1
）東
京
電
力

へ
の
請
求
、（
2
）原
子
力
損
害
賠

償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
和

解
仲
介
申
し
立
て
、（
3
）民
事
調
停
・

民
事
訴
訟
な
ど
の
裁
判
所
を
通
じ

た
手
続
、な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
1
）東
京
電
力
へ
の
直
接
請
求

東
京
電
力
か
ら
送
付
さ
れ
る
請

求
書
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

資
料
を
添
付
し
た
上
、同
封
の
返
信

用
封
筒
に
て
東
京
電
力
に
送
付
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
賠
償
請
求
を
行

い
ま
す
。

（
2
）原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解

決
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
和
解
仲
介

（
A
D
R
）の
申
し
立
て

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ

ン
タ
ー（
以
下
、紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
）

は
、原
子
力
事
故
に
よ
る
被
害
者
か

ら
東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求
に
つ
い

て
、円
滑
、迅
速
、か
つ
公
平
に
紛
争

を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
た
公
的
な
紛
争
解
決
機
関

で
す
。

「
東
京
電
力
が
提
示
す
る
条
件
で

は
合
意
で
き
な
い
」、「
東
京
電
力
に

被
害
を
申
し
出
た
が
、賠
償
さ
れ
な

い
」な
ど
の
場
合
の
ほ
か
、今
回
の
原

子
力
事
故
で
生
じ
た
損
害
賠
償
全

般
に
つ
い
て
、「
和
解
の
仲
介

（
A
D
R
）」を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

和
解
の
仲
介
と
は
、中
立
・
公
正

な
立
場
の
仲
介
委
員
が
、東
京
電
力

と
原
子
力
事
故
に
よ
る
被
害
者
の

間
に
入
り
、お
互
い
の
事
情
を
聞
き

な
が
ら
当
事
者
の
合
意（
和
解
）に
よ

る
紛
争
の
解
決
に
努
め
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

①
和
解
仲
介
手
続
申
立

書（
以
下
、申
立
書
）の
作
成
、②

申
立
書
の
提
出
、③
申
立
書
の
受
理

④
和
解
の
仲
介
、の
順
に
手
続
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。

和
解
の
仲
介
は
、面
談
、電
話
、書

面
等
に
よ
り
進
め
ら
れ
、標
準
仲
介

期
間
は
お
お
む
ね
3
か
月
程
度
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、状
況

に
よ
り
、和
解
の
仲
介
が
打

ち
切
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。平

成
25
年
4
月
12
日
現

在
、
申
立
件
数
累
計
が

6
0
8
3
件
に
対
し
、既
済

件
数
は
3
2
0
1
件（
全
部

和
解
成
立
：
2
2
9
1
件
、

取
下
げ
：
505
件
、打
切
り
：
404

件
、却
下
：1
件
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
3
）民
事
調
停
・
民
事
訴
訟
な
ど

紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
和
解

が
不
成
立
と
な
っ
た
場
合
や
、上
記

2
つ
の
方
法
に
よ
ら
な
い
場
合
は
、

損
害
賠
償
請
求
に
係
る
裁
判
な
ど

を
行
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、

各
地
で
集
団
提
訴
に
向
け
た
動
き

が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

4
．
東
京
電
力
へ
の
直
接
請
求
に
よ

る
損
害
賠
償
の
状
況

平
成
23
年
9
月
、個
人
や
法
人
等

か
ら
の
東
京
電
力
へ
の
本
賠
償
請
求

の
受
付
が
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

3
ヶ
月
ご
と
の
請
求
方
式
に
加
え
、

「
包
括
請
求
」及
び「
通
期
請
求
」の
受

付
が
開
始
し
、平
成
24
年
7
月
24
日

に
は
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に

伴
う
賠
償
を
順
次
実
施
す
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、平

成
25
年
3
月
29
日
に
は
、個
人
に
対

す
る
家
財
の
賠
償
に
係
る
請
求
手

続
き（
離
別
あ
る
い
は
死
別
し
た
ペ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
含
む
と
し
て
い
ま
す
）

や
、宅
地
・
建
物
・
借
地
権
等
の
賠
償

に
係
る
請
求
手
続
き
を
開
始
す
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
、上
記
の
み
で
は
解

決
し
な
い
問
題
も
ま

だ
ま
だ
山
積
し
て
お

り
、今
後
の
さ
ら
な
る

対
応
が
必
要
で
す
。

5
．
時
効
に
関
す
る
問
題

東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
請
求

は
、民
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
、事
故

発
生
時
か
ら
起
算
し
て
3
年
の
経
過

（
平
成
26
年
3
月
10
日
の
経
過
）に
よ

り
時
効
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、福

島
県
等
の
関
連
自
治
体
が
時
効
の

問
題
に
関
し
、適
切
に
対
応
す
る
よ

う
、東
京
電
力
に
対
し
、申
し
入
れ
を

し
て
お
り
、東
京
電
力
は
、平
成
25
年

2
月
4
日
付
で「
原
子
力
損
害
賠
償

債
権
の
消
滅
時
効
に
関
す
る
弊
社

の
考
え
方
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、政
府
は
、原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
解
決
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
和
解
仲
介

が
不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
、そ
の
時

点
で
時
効
が
過
ぎ
て
い
て
も
、交
渉

打
ち
切
り
か
ら
1
か
月
以
内
で
あ
れ

ば
、損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
を
裁
判

所
に
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
特
例
法
案
を
平
成
25
年
4
月

23
日
に
閣
議
決
定
し
た
上
で
国
会

に
提
出
、同
法
案
成
立
を
目
指
す
方

原
子
力
損
害
を
巡
る
賠
償
の

枠
組
み
と
現
状
に
つ
い
て

司
法
書
士
　
広
瀬
隆
（
埼
玉
司
法
書
士
会
）

ア
リ
ー
ナ
か
ら
こ
の
二
年
間
、県
内
外
の
各
地
で
継
続
し
て
相
談
を
受
け

て
こ
ら
れ
た
司
法
書
士
の
広
瀬
隆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
原
子
力
損
害
賠
償

請
求
に
係
る
制
度
の
枠
組
み
や
、最
近
の
損
害
賠
償
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
に
つ
い
て
、概
要
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

◉埼玉弁護士会�無料電話相談
0120-433-038

埼玉弁護士会所属の弁護士が電話
でご相談に応じます（フリーダイヤ
ル）。毎週月曜・木曜13:00～16:00 

◉埼玉司法書士会無料電話相談
048-838-1889

埼玉司法書士会所属の司法書士が
電話でご相談に応じます。
受付曜日・対応相談内容：

月曜　クレジット・サラ金相談
火曜　青年後見相談
木曜　一般法律・少額裁判相談
金曜　登記相談

受付時間：13:00～16:00
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「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支

援
法
」
は
、
支
援
対
象
地
域
の
居

住
／
避
難
／
帰
還
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選

択
を
国
が
等
し
く
支
援
す
る
と
い

う
法
律
で
す
。
２
０
１
２
年
６
月
に

成
立
し
ま
し
た
が
、
肝
心
の
「
支
援

対
象
地
域
」
や
基
本
方
針
、
具
体
的

施
策
が
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
当

は
「
待
っ
た
な
し
」
で
は
じ
め
て
ほ

し
い
支
援
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
講
師
の
尾
谷
弁

護
士
が
、「
国
に
『
早
く
支
援
法
の
具

体
的
施
策
を
す
す
め
て
く

だ
さ
い
』
と
、
全
国
の
自
治

体
か
ら
《
意
見
書
》
を
提
出

し
て
も
ら
う
の
も
ひ
と
つ

の
作
戦
で
す
よ
」
と
お
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
福
岡
市
、
札
幌
市
、
東
久

留
米
市
、
大
阪
市
、
三
鷹
市
、
取
手

市
、
西
東
京
市
、
東
村
山
市
、
郡
山

市
、
小
金
井
市
、
新
潟
市
、
千
葉
県
、

宮
崎
県
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
国
の

関
係
各
省
庁
宛
に
《
意
見
書
》
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
地
方
議
会

が
、
関
心
を
持
っ
て
こ
の
法
律
の
具

体
化
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え

て
《
意
見
書
》
以
上
に
「
応
援
」
の

意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思

い
ま
す
。

請
願
書
を
提
出
！

川
越
市
で
も
請
願
書
を
出
す
こ
と

に
し
た
の
で
す
が
、
採
択
さ
れ
な
い

可
能
性
も
懸
念
し
て
、
過
度
に
期
待

は
せ
ず
、
川
越
市
の
市

議
さ
ん
た

ち
に
「
こ

う
い
う
法

律

が

あ

る
の
で
、

関
心
持
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
知
ら
せ
、
避
難
の
現
状
を

伝
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と
に

し
よ
う
、
と
、
あ
ら
か
じ
め
話
を
し

て
い
ま
し
た
。

３
月
５
日
。
〆
切
ギ
リ
ギ
リ
に
請

願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も

請
願
書
を
自
治
体
に
提
出
す
る
と

い
う
経
験
が
誰
も
な
く
、
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

案
外
簡
単
…
…
（
議
会
事
務
局
の
方

が
手
取
り
足
取
り
親
切
だ
っ
た
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。

提
出
の
あ
と
、
今
度
は
、
各
会
派
の

市
議
に
「
こ
の
請
願
は
こ
れ
こ
れ
、

こ
う
い
う
も
の
で
す
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
い
う
説
明
を
し
ま

す
。埼

玉
で
で
き
る
こ
と
は
何

で
も
や
り
た
い

議
会
の
休
憩
時
間
を
ね
ら
っ
て
、

８
会
派
す
べ
て
説
明
し
て
ま
わ
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
、
４
歳
と
５
歳
の
子

ど
も
た
ち
を
連
れ
て
。（
一
番
頑
張

っ
た
の
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

ま
わ
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
い

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
応
援
し
て
く

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
で
き
た
ら

水
道
料
金
も
何
と
か
し
た
い
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

最
初
に
請
願
書
の
紹
介
議
員
（
※
）

に
な
っ
て
く
れ
た
の
は
、
避
難
し
て

い
る
Ｓ
さ
ん
の
お
隣
に
偶
然
事
務

所
が
あ
り
、
震
災
後
か
ら
Ｓ
さ
ん
の

相
談
に
の
っ
て
い
た
女
性
議
員
。
そ

の
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
、
党
や
派

閥
を
超
え
て
、
女
性
議
員
６
人
が
連

携
し
て
紹
介
議
員
と
し
て
名
を
連

ね
て
く
れ
ま
し
た
。

３
月
18
日
。
採
択
さ
れ
る
か
ど
う

か
が
決
ま
る
委
員
会
が
あ
り
ま
し

た
。「
委
員
会
傍
聴
に
子
ど
も
が
来

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ

つ
つ
、
動
き
た
い
盛
り
の
４
歳
と
５

歳
の
子
ど
も
た
ち
は
、
一
緒
に
じ
っ

と
採
択
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
…
よ
う
や
く
無
事
に
「
採

択
」
！

後
日
、
意
見
書
が
26
日
付
け
で
関

係
各
省
庁
宛
に
発
送
さ
れ
た
と
、
議

会
事
務
局
か
ら
証
拠
の
コ
ピ
ー
も

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
（
写
真
）。

一
緒
に
各
会
派
の
説
明
を
ま
わ

り
、
委
員
会
傍
聴
も
来
て
頑
張
っ
て

く
れ
た
Ｓ
さ
ん
は
「
請
願
な
ん
て
難

し
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
や
っ
て

み
て
よ
か
っ
た
」
同
じ
く
Ｔ
さ
ん

も
、「
埼
玉
に
い
て
、
で
き
る
こ
と
は

何
で
も
や
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

雨
垂
れ
石
を
穿
つ
、
の
想
い
が
届

き
ま
す
よ
う
に
。
今
後
も
「
原
発
事

故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
こ
こ
カ
フ
ェ
＠
川
越
・
編
集

部
／
伊
藤
千
亜
）

（
※
）
国
会
や
地
方
議
会
へ
の
請
願

書
を
提
出
す
る
た
め
に
必
要

な
議
員
の
こ
と

「
請
願
な
ん
て
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
」

丨
丨「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」に
関
す
る
請
願
書

を
出
し
て
み
ま
し
た

２
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法

セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
し
た「
こ
こ
カ
フ
ェ
＠
川
越
」の
数
名
の
有
志
で
、市

に
請
願
書
を
出
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

針
を
固
め
ま
し
た
。し
か
し
、も
し
、

仮
払
補
償
金
の
受
け
取
り
以
降
、賠

償
請
求
に
関
し
、な
ん
ら
か
の
お
手

続
き
も
と
ら
れ
て
い
な
い
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、な
る
べ
く

お
早
め
に
お
手
続
き
を
と
ら
れ
、併

せ
て
、ご
不
明
な
点
は
弁
護
士
・
司

法
書
士
等
の
専
門
家
等
に
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

6
．
法
専
門
職
能
の
取
り
組
み
と

今
後

原
発
事
故
発
生
以
来
、各
地
の
弁

護
士
会
や
司
法
書
士
会
等
で
は
、電

話
相
談
や
相
談
会
な
ど
を
通
じ
、原

発
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
々

の
権
利
擁
護
の
た
め
、法
的
知
識
や

東
電
賠
償
の
仕
組
み
な
ど
の
正
し
い

情
報
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
多
く
の
方
々
が
今

後
の
生
活
が
見
通
せ
な
い
ま
ま
避

難
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、避
難
区
域
外
の
お
子
様
の
い
ら

っ
し
ゃ
る
世
帯
を
中
心
に
、新
た
に

避
難
や
移
住
を
決
断
す
る
ご
家
庭

も
後
を
絶
た
ず
、ま
た
、反
対
に
避

難
先
で
の
生
活
の
困
難
か
ら
や
む

な
く
帰
宅
を
選
択
す
る
家
庭
も
あ

る
な
ど
、目
に
見
え
な
い
放
射
線
リ

ス
ク
が
引
き
起
こ
し
た
市
民
の
混
乱

や
不
安
や
苦
痛
は
、一
向
に
解
消
さ

れ
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
の
実
態
は
多
様
で
あ
り
、ど

こ
へ
相
談
し
て
よ
い
の
か
も
わ
か
ら

ず
、お
一
人
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、不
安
や
悩
み
を
抱
え
ず
、

専
門
家
や
支
援
団
体
等
に
お
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。
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冨
永
ま
ゆ
み
さ
ん

福
島
県
白
河
市
か
ら

埼
玉
県
上
尾
市
へ
避
難
中

今
回
、
連
合
埼
玉
様
の
お
陰

で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資

格
を
取
ら
せ
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

私
共
が
住
み
慣
れ
た
地
を
離

れ
、
こ
の
彩
の
国
に
縁
を
頂
き

住
み
始
め
て
か
ら
２
年

目
を
迎
え

る

時

で

し
た
。
避

難
の
状
況
や
条
件
は
そ

れ
ぞ
れ
に
違
い
な
が
ら
も
、
こ

の
地
に
慣
れ
始
め
て
い
た
時
で

し
た
。
不
安
を
抱
き
な
が
ら
養

成
講
座
に
向
か
い
ま
し
た
。
　

「
出
席
を
と
り
ま
す
」
と
い

う
先
生
の
声
に
「
は
い
。
」
と

返
事
を
す
る
私
達
。
何
十
年
ぶ

り
の
事
で
し
ょ
う
。
と
て
も
新

鮮
で
、
学
ぶ
事
の
喜
び
を
か
み

し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

更
に
今
回
学
ば
せ
て
頂
い
た
１

月
生
に
は
、
福
島
出
身
の
方
１

２
名
と
多
く
、
懐
か
し
い
福
島

弁
に
囲
ま
れ
な
が
ら
年
齢
の
差

を
越
え
て
学
び
合
い
、
仲
間
に

な
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

震
災
後
逃
げ
る
事
と
、
子
供

を
守
る
事
ば
か
り
考
え
て
い
た

私
に
と
っ
て
、
そ
の
場
に
留
ま

り
、
学
ぶ
と
い
う
事
に
、
ど
れ

ほ
ど
希
望
を
頂
け
た
か
図
り
し

れ
ま
せ
�
。
本
当
に
貴
重
な
学

び
の
場
を
頂
け
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
し
、
今
後
に
活
か
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
開
仁
子
さ
ん

福
島
県
南
相
馬
市
小
高
区
か
ら

埼
玉
県
越
谷
市
に
避
難
中

私
の
自
宅
は
海
岸
沿
い
で
、

夏
は
海
風
で
ク
ー
ラ
ー
が
い
ら

な
い
よ
う
な
場
所
で
し
た
。
あ
の

日
の
津
波
で
自
宅
を
失
い
、
近
所

で
は
亡
く
な
っ
た
方
や
行
方
不
明

の
ま
ま
の
方
が
何
人
も
い
ま

す
。夫

が
越
谷
に
単
身
赴
任
中
だ

っ
た
の
で
、2
0
1
1
年
3
月
に

子
供
た
ち
と
こ
ち
ら
に
避
難

し
、し
ば
ら
く
は
ワ
ン
ル
ー
ム
で

一
家
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
越

谷
市
内
に
借
り
上
げ
住
宅
が
見

つ
か
り
、一
歩
会
に
も
入
っ
て
、
引

き
続
き
こ
ち
ら
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。

一
歩
会
事
務
局
の
関
根
さ
�

の
ご
紹
介
で
越
谷
の
国
際
交
流

協
会
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、今

年
1
月
に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
14
歳
の
女
の
子
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
2
週
間
受
け
入
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
英
語
が
で
き
な

い
し
、向
こ
う
も
日
本
語
が
で
き

な
い
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
自
動
翻

訳
の
画
面
を
挟
�
で
会
話
し
ま

し
た
が
、
意
外
と
話
が
通
じ
る
�

で
す
よ
！（
笑
）こ
れ
か
ら
は
英

語
を
勉
強
し
よ
う
ね
、と
家
族
で

話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
集
ま
り
で
、
私
と

同
じ
よ
う
に
高
校
生
・
大
学
生
の

子
ど
も
を
持
っ
た
地
元
の
お

母
さ
�
た
ち

と
親
し
く
な

れ
て
、一
歩
会
と

は
ま
た
違
っ
た
繋
が
り
が
で

き
ま
し
た
。

自
宅
が
あ
っ
た
場
所
は
「
災
害

危
険
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
自
宅

を
建
て
直
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

�
。
で
も
、
家
が
あ
っ
て
も
帰
れ

な
い
方
た
ち
の
ほ
う
が
、辛
い
思

い
を
さ
れ
て
い
る
の
か
な
…
。

埼
玉
に
は
小
高
区
か
ら
避
難

さ
れ
た
方
が
大
勢
い
る
み
た
い

な
の
で
、小
高
区
の
方
た
ち
で
集

ま
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
で
す
！

（
聞
き
手
／
原
田
）

矢
澤
啓
史
さ
ん

宮
城
県
仙
台
市
か
ら

埼
玉
県
上
尾
市
へ
避
難
中

宮
城
県
で
被
災
し
、
和

太
鼓
工
房
と
練
習
ス
タ
ジ
オ
を
失

い
、
縁
が
あ
っ
て
埼
玉
県
へ
避
難
し
ま

し
た
。
来
た
は
い
い
け
ど
仕
事
は
な

く
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
職
業
訓
練
な
ど

を
経
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
現

在
、
和
太
鼓
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ

る
被
災
者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
埼

玉
県
内
で
も
、各
地
で
和
太
鼓
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

福
島
県
川
内
村
に
も
縁
が
あ
り
、た

び
た
び
行
く
の
で
す
が
、人
々
が
無
気

力
な
の
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
震
災

前
は
、そ
れ
こ
そ
人
が
集
ま
れ
ば
宴
会

が
は
じ
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
震

災
後
は
火
が
消
え
た
よ
う
に
静
か
。

「
住
む
の
が
楽
し
く
な
い
」と
お
っ
し

ゃ
る
方
も
い
ま
し
た
。

私
は
、
当
事
者
で
も
あ
り
、
支
援
者

で
も
あ
る
と
い
う
立
場
で
す
が
、
転
び

つ
つ
、失
敗
し
つ
つ
最
近
に
な
っ
て
よ

う
や
く
、
音
楽
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

方
向
性
が
見

え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
場

だ
け
の
花
火

で
終
わ
ら
せ

な
い
で
、
せ

め
て
花
火
を

上
げ
た
ら
、ろ
う
そ
く
の

炎
は
家
に
持
ち
帰
っ
て
ほ

し
い
、
と
考
え
て
い
ま

す
。
川
内
村
で
も
、
琴
と
抹
茶

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
た
と
き

に
は
、「
家
に
帰
っ
て
や
っ
て
み
て
」と

お
話
し
ま
し
た
。
「
で
も
茶
筅

ち
ゃ
せ
�

が
な
い

よ
」と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、そ
の
方
に
は

持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
�
な

り
も
ら
っ
て
く
れ
る
の
は
、
音
楽
に
よ

っ
て
心
が
開
か
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
転
ぶ
度
に
何
か
を
つ

か
む
、を
く
り
返
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

矢
澤
さ
ん
は
、海
外
ソ
ロ
ツ
ア
ー
の
経

験
も
あ
る
ほ
ど
、和
太
鼓
演
奏
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
す
。
矢

澤
さ
ん
お
一
人
で
全
身
を
つ
か
っ
て
演

奏
さ
れ
る
魂
の
音
楽
を
、ぜ
ひ
機
会
が

あ
れ
ば
聴
い
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。（
聞
き
手
／
伊
藤
）

避
難
中
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ひ

ろ

ば

皆さんの声を編集部まで

お聞かせください

FAX 048-833-8746
メール:fukutama@431279.comまで

「こんな気持で日々過ごしています。」「こ

んなことをしたいと思っています。」「皆さん

はどうしていますか？」…など、どんなお声で

も結構です。一行だけでも。匿名でもお待ち

しています。「福玉便り」編集部への注文も！
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さいたま市立中央図書館 048-871-2100
さいたま市立大宮図書館 048-643-3701
さいたま市立岩槻図書館 048-757-2523
川越市立中央図書館 049-222-0559
川口市立中央図書館 048-227-7611
所沢市立所沢図書館 04-2995-6311
加須市立騎西図書館 0480-73-3178�
加須市立加須図書館 0480-61-8200�
東松山市立図書館 0493-22-0324
春日部市立中央図書館 048-761-5911
春日部市立武里図書館 048-737-7625
狭山市立中央図書館 04-2954-4646
鴻巣市立市民センター 048-596-6677

深谷市立図書館 048-571-8210
上尾市図書館本館 048-773-8521
草加市立中央図書館 048-946-3000
越谷市立図書館 048-965-2655
入間市立図書館（本館） 04-2964-2415
新座市立中央図書館 048-481-1115
八潮市八幡図書館 048-995-6215
三郷市�市立図書館 048-952-8800
坂戸市立中央図書館 049-281-6369
ふじみ野市立上福岡図書館 049-262-3710
鳩山町役場�東出張所 049-296-5370
杉戸町立西公民館 0480-32-6388

公共の図書館以外では、こちらにもあるそうです。
つつじの里サロン(杉戸町)
東日本大震災オール熊谷自立支援ネット
ワーク(熊谷商工会議所) 048-524-2061
サンコーポラス東松山自治会集会所
シラコバト団地集会所(上尾市)

福島県さんからお教えいただいたのは以
上ですが、このほか、埼玉県立浦和図書館、
川越市南公民館などでも閲覧できます。

もしココでも読めますよ、という情報があ
りましたら、ぜひお教えください！

こ
ん
に
ち
は
、
編
集
部
で
す
。そ
の
②

「
福
玉
便
り
っ
て
、ど
ん
な
人
が
つ
く
っ
て
い
る

の
で
す
か
？
」と
い
う
声
に
お
応
え
し
て
、編
集

部
の
横
顔
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
福
玉
便
り
』
で
取
材
や
カ

レ
ン
ダ
ー
の
情
報
収
集

を
担
当
し
て
い
る
原
田
で
す
。
創

刊
号
で
は
「
取
材
協
力
者
」と
い
う
肩

書
き
だ
っ
た
の
に
、1

年
経
っ
て「
主
筆
」と
呼
ば
れ

る
ま
で
出
世
し
ま
し
た(

笑)

。

も
と
も
と
大
学
院
で
地
域
社
会
学
と

い
う
も
の
を
研
究
し
て
い
て
、ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
の「
情
報
班
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
わ
っ
て
以
来
、支
援

活
動
の
お
手
伝
い
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
避
難

さ
れ
て
き
た
方
々
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
、そ

れ
に
埼
玉
県
内
の
自
治
体
や
各
種
団
体
が
ど
う
答
え
、

そ
こ
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、『
福
玉
便
り
』
や

論
文
を
通
し
て
現
場
か
ら
記
録
を
作
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、今
か
ら
7
年
ほ
ど
前
、「
青
春
18
き
っ
ぷ
」を
使

っ
て
埼
玉
か
ら
福
島
・
宮
城
に
一
人
旅
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
行
き
は
東
北
本
線
・
磐
越
西
線
に
乗
っ
て
中
通

り
・
会
津
を
ま
わ
っ
て
、
宮
城
に
出
て
、
帰
り
は
常
磐

線
で
浜
通
り
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
い
つ
か
、
福
玉
で
知

り
合
っ
た
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
ま
た
同
じ
ル
ー
ト
を

じ
っ
く
り
ま
わ
り
た
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク
ッ
キ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

仮
設
を
訪
ね
る

埼
玉
県
内
の
福
祉
作
業
所
の
ク
ッ
キ
ー
を
地
域

に
ひ
ろ
げ
る
活
動
を
し
て
い
る
「
ク
ッ
キ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
３
名
が
、
４
月
６
日
、
春
の
嵐
に
追
い
た
て

ら
れ
る
よ
う
に
東
北
道
を
北
へ
、
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

目
的
は
、
郡
山
市
内
に
住
む
、
佐
藤
美
恵
さ
ん
を
訪
ね
る
た
め
で

す
。
双
葉
町
の
避
難
者
の
方
た
ち
と
は
、「
ク
ッ
キ
ー
ギ
フ
ト
と
し

て
商
品
を
入
れ
る
た
め
の
新
聞
バ
ッ
グ
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
11
年
６
月
に
旧
騎
西
高
校
を
訪
れ
て
以
来
、
役
場
職
員
の
熊

さ
ん
（
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
担
当
）
を
通
じ
て
交
流
が
続
い
て
き

ま
し
た
。
美
恵
さ
ん
は
、
一
時
、
旧
騎
西
高
校
に
身
を
寄
せ
た
が
1

２
年
２
月
に
は
郡
山
の
仮
設
に
移
り
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
息
子

の
宗
光
さ
ん
と
２
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
古
新
聞
を

使
っ
て
2
5
0
個
以
上
の
バ
ッ
グ
を
せ
っ
せ
と
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
、
福
祉
作
業
所
か

ら
預
か
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
携
え
て
の
今
回
の
訪
問
で
し
た
。

美
恵
さ
ん
は
、
も
と
も
と
農
作
業
の
合
間
に
も
み
を
一
粒
ひ
と

粒
貼
付
け
て
作
画
す
る
「
も
み
絵
」
や
、
種
を
使
っ
て
つ
く
る
花
の

形
の
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
ご
自
分
で
発
案
し
て
は
手
を
動

か
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
発
災
後
に
始
め
た
か
ぎ
針

編
み
も
す
で
に
「
先
生
級
」
の
腕
前
。
出
か
け
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
が
、
日
々
こ
れ
ら
の

作
業
で
忙
し
く
「
も
う
新
聞
バ
ッ
グ
づ
く
り
は
で
き
そ
う
も
な
い
」

と
笑
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。（
な
の
に
図
々
し
く
も
「
ま
た
つ
く

っ
て
」、
と
材
料
の
英
字
新
聞
と
の
り
を
預
け
て
き
て
し
ま
っ
た
…
…
。）

ほ
か
に
も
長
年
活
動
し
て
い
る
大
正
琴
の
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ

ー
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
、

山
梨
・
宮
城
・
東
京
と
離
れ
ば

な
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
「
い
つ
ま
で
く
よ
く
よ
し

て
も
は
じ
ま
ら
な
い
」と
月
に

一
度
農
協
を
借
り
て
集
ま
り
、

練
習
を
再
開
し
た
そ
う
で
す
。

（
編
集
部
／
谷
居
）

本 誌 の 印 刷 は 、
『富士ゼロックス
埼 玉  端 数 倶 楽
部』（社員ボランテ
ィア）の皆様に全
面的にご協力いた
だいております。

ありがとう
ございます！

ありがとう
ございます！

「赤い羽根共同募金
の災害ボランティア・
ＮＰＯ活動サポート
募金」（ボラサポ）の
助成 金をいただ い
て、発行を継続でき
ることになりました。

福島県生活環境部避難者支援課�さんにお聞きしました。（平成25年4月18日現在）
開館日、時間などはそれぞれお問い合わせください。

こちらでお読みになれます。

●
毎
週
水
曜
日
11
時〜13
時
、『
福
玉
便
り
』共
同
発
行
団
体
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
埼
玉
事
務
所
前（
浦
和
県
立
図
書
館
向
か
い
）に
て
ク
ッ
キ
ー
プ
チ
バ
ザ
ー
ル
を
開
催
中
！
ご
来
店
お
待
ち
し
て
ま
す
！

は、県立浦和図書館、さいたま市立中央図書館、朝霞、川口、所沢の市立図書館で閲覧できるそうです。
その他の箇所については、わかりしだい、あらためてお知らせいたします。
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福島県司法書士会による
相談会
時間未定場所(大宮駅周辺予定)

★

■上尾市
向原団地被災者の会
18:00～向原団地集会所
090-5847-7089（冨永さん）
■杉戸町無料法律相談会in杉戸
13:30～17:00杉戸町国家公務員
宿舎集会場048-824-7400（SSN）
■新座市新座つながりカフェ
13：00～16：00国家公務員宿舎
新座住宅第一集会所048-829-
7400震災支援ネットワーク埼玉

■坂戸市・鶴ヶ島市・川越市
ここカフェ＠東武東上線
10:00～15:00
北坂戸駅前「オルモ」和室（駐車
場有）070-6651-9259（伊藤さん）
※参加される方は事前にご連絡ください
→詳細は1ページ参照

■草加市
ひなんしゃ・つながりカフェ
10:00～12:00
草加市男女共同参画さわや
かサロン048-931-9325
■川口市ひまわりの会
10:00～おしゃべりサロン
13:00～布ぞうりをつくろう

（有料、要申込）やすらぎ会館
080-4920-4931（ひまわりの会）

■加須市
アロマ教室
と笑いヨガ
寄り添いステ
ーション騎西
090-1650-2874

（富沢さん）

■さいたま市つながろう！
放射能から避難したママネット
＠埼玉13:00～17:30
コーププラザ浦和（保育あり）
bjskr146@yahoo.co.jp（木村さん）

■熊谷市ふるさと交流ピクニック
武蔵丘陵森林公園※詳細は1頁

■加須市かぞびばプレーパーク

10:00-15:00騎西中央公園
080-6721-6858（たにい）

■ふじみ野市おあがんなんしょ
13:00～16:00１部ゆっくり語ろう”いろりっ
ぱた”２部みんなで楽しもう”お茶にすっぺ”
ふじみ野市フクトピア
049-261-0681（市立市民活動支援センター）

■越谷市一歩会
「楽遊会」集まりの会 17:00～
越谷市花田5丁目 佐藤カヨ子さん（富
岡町から避難）宅 090-1773-9542

（関根さん）090-7320-1570（佐藤さん）
■さいたま市福玉・謡曲の会
2ページ参照

■川越市
ここカフェ
＠川越
10:00～14:00
コーププラザ川
越070-6651-
9259（伊藤さん）
※参加される方は事
前にご連絡ください

■東松山市 
きずなの会 
10:00～12:00
サン・コーポラス集会所
090-6259-4952（佐藤さ
ん）

■加須市
双葉料理教室
寄り添いステーシ
ョン騎西
090-1650-2874（富
沢さん）

■上尾市向原団地被災者の会
18:00～向原団地集会所
090-5847-7089（冨永さん）

■新座市新座つながりカフェ
13：00〜～16：00国家公務員宿舎新座住宅第一集会所
048-829-7400震災支援ネットワーク埼玉

■富士見市
お茶のみ交流会
10:00～12:30
ふじみ野交流センター
049-251-2711（富士見市安心安全課）

■ふじみ野市おあがんなんしょ
13:00～16:00１部ゆっくり語ろう”いろり
っぱた”２部みんなで楽しもう”お茶に
すっぺ”ふじみ野市フクトピア049-261-
0681（ふじみ野市立市民活動支援センター）

■さいたま市
つながろう！放射能から避難
したママネット＠埼玉（保育あり）

13:00～17:30コーププラザ浦和
bjskr146@yahoo.co.jp（木村さん）
■加須市かぞびばプレーパーク

10:00-15:00騎西中央公園
080-6721-6858（たにい）

■さいたま市
進路・教育相談会（詳細はP2）

■加須市
手打ちうどん教室
寄り添いステーション騎
西090-1650-2874（富沢さん）

■川越市
ここカフェ
＠川越
10:00～14:00
場所未定070-
6651-9259（伊藤さん）
※参加される方は事前に
ご連絡ください

■草加市
ひなんしゃ・つながりカフェ10:00～12:00
男女共同参画さわやかサロン048-931-9325
■川口市ひまわりの会080-4920-4931
10:00～おしゃべりサロン13:00～寄せ植え
作り（有料、要申込）南鳩ヶ谷・やすらぎ会館

■東松山市きずなの会 
10:00～12:00サン・コーポラス集
会所090-6259-4952（佐藤さん）

■加須市
双葉料理教室
寄り添いステーション騎西
090-1650-2874（富沢さん）

■杉戸町★つつじの里サロン
（交流サロン、パソコンサロン、こども塾）

毎週木曜13:30-15:30
杉戸住宅6-301
0480-31-0055（つつじの里サロ
ン事務局）詳しくはお問い合わ
せください

■上尾市シラコバト団地
被災者の会ひまわり
10:00～12:00シラコバト団地集
会室 048-774-6323（団地自治会事務
所）080-3091-6215（橘さん）5月

よりそいホットライン
0120-279-338

365日24時間。無料です。
震災・避難関連の相談をはじめ、生

活の困り事、心の悩みなど、どんな内

容でも対応してくれます。

■さいたま市
さいがい・
つながりカフェ
11:00～15：00
With Youさいたま４F
和室048-601-3111

■さいたま市
さいがい・つながりカフェ
11:00～15：00
WithYouさいたま 048-601-3111
■加須市
簡単で使える作品を作ります！
9：30～11：30旧騎西高校生徒
ホール048-601-3111（WithYouさいたま）

★

■所沢市
交流会：青空あおぞら
13:30～16:00
新所沢公民館
090-3960-8089（岡田さん）、
090-8424-9797（渡邉さん）

■越谷市一歩会
畑で汗を流しましょう 9:00～
越谷市中島　一歩村の畑近くの倉
庫集合090-9425-2001（石上さん）
■上尾市・杉戸町
バスの旅～県中から杉戸元気
会を訪ねて～
080-3091-6215（橘さん）

■草加市
被災者つながりの会
設立のつどい＆健康診断
草加市立病院
※詳細は1ページ

■加須市
かぞびばプレーパーク

10:00-15:00騎西
中央公園
080-6721-6858（たにい）

★

★

★

★

★

春日部
つながりカフェ
13:30～16:00
コーププラザ春日
部3F第2会議室
048-829-7400(SSN)

■さいたま市 048-601-3111
さいがい・つながりカフェ
11:00～15：00WithYouさいたま４F和室

提供しています。支援物資のご案内

レトルトカレー（中辛）5食入・白湯スープ（5倍濃縮）・
スパゲティー（500g）・十六茶（ペットボトル）

お送りしま
す。

ご希望の方には、本紙を郵

送でお送りします。本誌に関す

るご連絡は

こちらまで

『福玉便り』編集委員会
連絡先：(一社)埼玉県労働者福祉協議会
電話048-833-8731メール：fukutama@431279.com

■所沢市
交流会：青空あおぞら
13：30～16：00　場所未定
090-3960-8089（岡田さん）
090-8424-9797（渡邉さん）

6月

★■さいたま市 
さいがい・つながりカフェ
11:00～15：00WithYouさいたま４F

和室 048-601-3111

5
月
17
日
・18
日
一
歩
会
、地
域
イ
ベ
ン
ト
で
浪
江
焼
き
そ
ば

於
：
東
彩
ガ
ス
本
社
駐
車
場
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